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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 4 8 4 11 0 0 2 1 4 5 0 1 0 1
5 * 1 2 3 6 0 0 1 0 2 2 0 3 0 0
7 * 3 5 7 14 2 2 0 0 1 1 0 4 0 0
10 0 0 0 1 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
12 0 0 0 1 3 0 0 2 4 0 4 0 0 0 0
13 0 0 0 2 3 1 4 0 2 0 2 0 0 0 0
14 0 1 2 2 3 0 1 0 0 3 3 2 2 1 0
17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
18 * 0 0 3 6 0 0 0 11 4 15 0 1 1 1
23 0 0 0 1 6 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
24 * 0 1 5 9 3 4 1 1 3 4 0 4 0 0
30 0 0 0 1 4 0 0 0 0 2 2 0 0 0 1
35 0 0 0 0 2 1 2 0 1 1 2 0 0 0 0
37 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 4 4 1

9 18 30 71 7 13 7 22 26 48 2 15 2 3

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 1 0 3 0 0
3 * 0 2 2 7 0 0 3 6 5 11 0 5 0 0
5 0 0 2 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
7 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
10 * 0 0 2 6 0 0 2 3 2 5 0 3 0 0
12 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
14 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
20 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
24 * 0 1 3 10 0 0 3 0 4 4 0 0 1 0
25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
29 0 0 1 1 1 0 0 0 1 2 3 0 0 0 0
30 * 5 12 11 22 3 4 2 0 3 3 3 1 0 0
33 * 0 0 6 12 1 2 0 6 7 13 0 3 0 2
56 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 5 3 8 2
5 19 28 64 4 6 15 23 28 51 3 16 1 2

Team / Coach: 鳥　和成 -
合　　　計 75 200

RATE 26.3% 43.8% 66.7%

中田 雄
橋本 卓哉 31
重本 和毅 13 34
近石 泰成 0 3

戦評
【総括】
第42回関西学生バスケットボール選手権大会5位決定戦は1部リーグ常連校同志社大学と今年度2部1位となり1部
リーグ昇格し、勢いづいている大阪経済大学との注目の一戦となった。第1ピリオドは、両チーム一歩も引かぬ攻坊が
続いた。大経大が第一ピリオド残り僅かなところで3Pシュートを決め大経大がリードをし、そのまま終わるかに思われた
が、同志社がブザービートを決め23-22で同志社が僅差でリードを奪う。第二ピリオドでは、同志社の隙のない完璧な
なディフェンスで大経大のミスを誘い、同志社が少しずつ点差を開いていく。第三ピリオド開始後すぐ同志社の連続3P
が大経大を苦しめる。その後#30橋本を中心に速い攻めで点差を徐々に詰めていく。第四ピリオドに入りオールコート
プレスで徹底的にプレッシャ―をかけていくものの同志社の落ち着いたゲームコントロールで大経大は安易に追い上
げることが出来ない。そのまま笛が鳴り同志社は今大会5位にとどまった。
【第1ピリオド】
第1ピリオドは大経大#30橋本のフリースローで幕を開けた。試合開始数分、交互に点を取り合う両チーム。この均衡
を破ったのは同志社#5改田のスティールからの3Pシュート。このプレーから試合の流れが同志社に傾いた。しかし大
経大#30橋本も負けじと3Pシュートを決め流れを渡そうとはしない。ドライブインやジャンプシュートでの得点が目立つ
同志社に対して、大経大は滑らかなパスワークを活かして得点する。大経大が同志社に逆転し、このまま終わるかと思
われたが試合終了間際、同志社#14高山の3Pシュートが入り23-22で同志社がリードて第1ピリオドが終了した。
【第2ピリオド】
第1ピリオドでブザービートを決められた大経大は、第2ピリオド開始直後に#30橋本がシュートを決める幸先のいいス
タートを切った。対する同志社は#24石塚のドライブインや速攻を中心として得点を重ねる。大経大は同志社の激しい
ディフェンスを前に今一つリズムに乗れず、中々得点を重ねることが出来ない。ここで大経大はディフェンスをゾーンに
切り替えるが、同志社は素早くパスを回して大経大ディフェンスを翻弄する。翻弄された大経大はオフェンスでミスが起
こり、その隙をついた大経大は#0篠原の速攻で引き離しにかかる。残りわずかな時間で、同志社#14高山の華麗なア
シストから#24石塚が得点し35-44で同志社が差をつけ後半戦に突入する。
【第3ピリオド】
大経大は、出だし確実にインサイドを使い得点を重ねようとするが、同志社の堅いディフェンスがそれを許さない。得
点が欲しい大経大だが、逆にミスが重なり、同志社の速攻で点差が広がっていく。同志社はその状況で#7川武の3P
シュートで追い打ちをかける。そこでたまらず大経大が後半1回目のタイムアウトを取る。
大経大は、その後#30橋本を中心に攻めるもののシュートが決まらずなかなか点差をちじめることが出来ないまま3ピリ
オドを終え、69-47で最終ピリオドを迎える。
【第4ピリオド】
22点差が開いて始まった第4ピリオドだったが、同志社の3Pシュートが立て続けに決まり一気に30点差へリードを広
げる。対する大経大は#30橋本が2本連続3Pシュートを決めまだまだ食い下がらない。その後も#30橋本の果敢な攻め
で点差を詰め、試合時間残り3分を切ったところで大経大が今日最後のタイムアウトを使う。そこからオールコートプレ
スで前から徹底的にプレッシャーをかけていき相手にミスを誘いオフェンスの流れもよくする。しかしながら、同志社は
落ち着いたゲームコントロールで逃げ切り94-75で勝利をあげる。

主審 開　康寿 副審 宮里　両 戦評 米澤　健太(関西学連)

記録 関西学生バスケットボール連盟

男子 5位決定戦 勝チーム

94 75

敗チーム

同志社大学 大阪経済大学
東淀川体育館

試合ＮＯ 59
コ ー ト

試 合 日 2014.05.04
開始時間 11:50
会　　場

同志社大学

№ Ｓ 選　手　名

改田 賢太 9 23
川武 雅幸 25 29

荒谷 優斗 20 30

PTS ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS ST BS MIN

下田 忠至 5 6
高山 竜之介 7 15

右田 卓也 2 4
元田 大貴 2 14

東 大洋 2 7
石塚 渉 13 30

熊瀬川 崇広 0 1
井島 啓貴 6 25

2 8
1

岩坪 康太朗
村井 大陸 2
向井 和希 0 6

志方 恵一 4 24

0 - -
Team / Coach: 尾崎　光昭

大阪経済大学

篠原 敏希 0 11

合　　　計 94 200
RATE 50.0% 42.3% 53.8%

№ Ｓ 選　手　名

6
宮本 文哉 2 3

杉谷 龍也 4 36

TO AS ST BS MINPTS
３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

Ｆ
REBOUND

平成27年度関西学生バスケットボール選手権大会

40

大塚 雄生穂 0 1
2 11

井福 普太郎 0 8
前山 卓矢 6 25

古川 暉 0 1
田中 将己 0 1

堤 昴大 2 5

大原 俊祐 2


